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1． は じめ に 　 有 部諸論書 の 中で 諸 門分 別の 議論 （ア ビ ダル マ 的議論） は広汎

に説か れ て お り， 諸法の 分析 に おい て 極め て 重要な議論の 方法で ある こ とは ， 先

行研 究 の 中で 既 に 指摘 さ れ て きた
1）
． 本研 究 は

， 「諸 門 分別 」 とい う有 部ア ビ ダ

ル マ の 特徴 的な議 論の 方法の 中で ， どの よ うに 「法の 理 論」が 整備され て い っ た

の か
， その こ とを再検討する た め の

一
考察で もあ る．

　 本稿 は ， 『倶 舎論』 が 列挙 して い る 十 八 界 の 諸 門分 別 （T．・29， p．7a5−11b8，　Alk！Bh，

18．24−31．16，
二 十四 門に よ る 分別） を基準 と した場合 ， そ の 第二 門 「有対 （sa−pratigha，

妨げの ある もの ）・無対 （a−pratigha，妨げ の な い もの ）」 （AKBh ，
　19．3−20，3 （1．29bc））の 考

察 で あ る
2）
， そ の 「有対 ・無対 」 と は

， 「色 な る もの 」 （r［ipin，有色 ） と 「色 で な

い もの 」（a−rUpin ， 無色） とを限定す る た めの 区分概 念で ある ．

2． 『品類足論』・ 『発智論』 に おける有対 ・ 無対の 規定　　有対 ・無対 門

は
， 初期 有部論書 に 相当す る 『集異 門足 論』， 『法 蘊足 論』の 段 階 か らす で に見出

され るが
3＞

， 有部論書の 中で 有対 ・無対が 主題 として 論 じ られ る よ うに な るの は

「品類足論』か らで ある ． 『品類足 論』で は ，
五 蘊

・
十 二 処 ・十八 界 と有対 ・無対

との 関係 が
， それ ぞれ 異 なる 文脈 の 中で 解説 され て い る

4）
． また

， 他の 箇所 （『品

類足論』T．・26， p．766a22−26）で は
， 蘊 ・処 ・界 を列挙 す る 中で 有対 ・無対が 分類 さ

れ て お り， 『発 智論』 （IL　26，　p．1026c22−23，旧訳 T．26，　p．　912b18− 19）に も 「品類足 論』

と同内容 の 解説 が 見出 され る ． さ らに また ， 『品類足論』（T．26，p．　733c15−16）で は ，

四 大種 所造色 と有対 ・無対 との 関係 を論 じて い る が ， 『発智 論』 （T．26，p．981c15，

旧訳 T．26，p．854a23−24）で は ， 四大種所造の 処 （十二 処 ） と有対 ・無対 との 関係 を

論 じる よ うに な る．

3 ． 『婆沙論』に おける有対 ・ 無対の 規定　　まず ， 『婆沙論』 倦 76，
T ．27

，
　p．

391a8−c20 ）
5）

に お け る有対 ・無対の 議論 は
， 『発智 論』「十 門納 息」 の 冒頭 に 列挙

さ れて い る 「四十二 法」（T ．　26，p．943b7− 16）の 分類 に 基づ い て い る ． また，『婆沙論』

に お け る四 十二 法の 解説の 特徴 は ， 「発 智論』 に列挙 されて い る 諸法 の 名称 の み
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を取 り上 げて ， 『婆沙論』が 独 自に論 じて い る点 に ある
6）
．

　『婆沙論』 は 十二 処 に の み 基づ い た有対 ・無対の 分類 で あ り， 「五 内色」 と 「五

外色」 とが 有対 で あ り， 「意処」 と 「法処」 との 二 処が 無対 で ある と説 い て い る．

ま た
， 『婆 沙 論 』 に 至 っ て 「障礙 有 対 」 （avarailapratighata）， 「境 界 有 対 」 （viSaya −

pratighata）， 「所縁有対 」（alambanapratighEta）の 三 種の 有対 （T．・27，
　p．　319b17−c8 ；cf．　AKBh

，

19．7−9）が説か れ る ようにな る
7＞

． 『婆沙論』全体 の 中で 説か れ る三 種 の 有対 は
，

第七 十六巻 ， 第百 二 十八 巻 の み で あ る． 第百 二 十 八 巻 で は ， 先 に挙 げ た 『発 智

論』の 「大種所造の 処 と有対 ・無対」との 問題 の 中で ， 三種の 有対が 論 じられて

い る． そ こ で の 議論は ， 十二 処の 中で 十色処 は大種所 造で あ り，
また境界 ・所縁

の 二 有対で は な く 「障礙有対」で ある と論 じて い る （r婆沙論』巻 128，T．・27，p．666a28−

b9；旧訳欠 ）， また
， 『婆沙論』 第百二 十八 巻に お い て も十 二 処 を基 準に して 有対 ・

無対 を分類 して い る こ とか ら
， 『婆沙論』が 十二 処 にの み 基づ い て 有対 ・無対 を

分類 す る の は 『発 智論』 以 来の 伝承 に依拠 して い る と考 え られ る ．

　次 に ， 『婆沙論』 は
，

三 種の 有対の それ ぞれ を解説 した後に ， 「如是 三種． 有對

法 中． 此 中但説 障礙有對」 （T．27，
　p．　391b24−25） と述 べ

， 障礙有対 の み を取 り上 げ

て論 じて い る． 『婆 沙論』 自身が 論 じ る三 種の 有対 の 解説 は ， 障礙 有対の み で あ

り， 『婆 沙論』 は 障礙 有対 を論 じた後， 『施設論』 （
7L

　26
，
　pp．523c24−524a9）の 引文

を もっ て 境界有対 の解 説 と し， 『婆沙論』 は 「此 （『施設論』）中有礙者謂境界有對」

（T．27， p．391c19−20；旧訳 欠） と述 べ て ， 有対 ・無対 の 議論 を終 えて い る ． 以 上 の 点

か ら
， 『婆沙論』 は 「障礙有対」を有部に お ける有対 の 中心 的な意味 と して 論 じ

て い る の で あ る． それ につ い て ， 『婆沙論』 に お ける有対
・
無対の 規 定 ， 及び ア

ビ ダ ル マ 諸 師説の 解説か ら ， 障礙 有対が 『婆沙論』 の 中で 主 要 な問題 と して 論 じ

られて い る こ とが 窺わ れ る． その 有対の 規定内容 とは ， 「極微積聚」， 「可分析」，

「可積 集」， 「障礙」， 「形質」， 「能容受 ・能障礙 」が 有対で あ り， そ の 反対が 無対

で あ る （T，27， p．391b1−16， 旧訳 T．28， p．292a25■b7）． また次 に ， ア ビ ダル マ 諸論 師の

規 定は
， （1）【脇尊者説 】「可 分析」 （Gheda ，分解 で きる もの ）， 「可積 集」 （samcitaT

旧訳 で は 「有積聚」）， 「有障礙」 （五vara ロa）， 「有形 質」 （sarTmiveSatva ）， 「能容受
・能障

礙 （〔虚空 に〕容れ られ，お よ び 〔虚空 を〕妨げる もの ）」
8）

， （2）【世友説】「有細 分相

（sUksma ）・有障礙相」， （3）【大徳説 （『旧婆沙』：佛陀提婆）】「能容受 ・能 障礙相」， （4）

【妙音説】「極微の 積聚性」（cf．・AlkZBh， 263．12）， （5）【世友説 （r旧婆沙』：婆摩勒 （＝世

友 ））】「極微 の 雑合 ・積 集 ・住 （pratisthita）の 相」， （6）【覚天 説】「能擦處所展 轉

相礙 （空間を占有 し， 相互 に妨 げ合 う相の もの ）」の 全 六説で ある． 第
一

説の 脇尊者
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説 は ， 第六説 （覚天 説）以外 の 四説 に 関連 して お り， 覚天 説 は旧 訳 か ら見出 され

ない が ， 障礙有対の 規定内容 （T ．27，p．391b20： 展 轉更 相障礙）として再 説 され て い る．

　以 上 ， 「婆沙論』 にお け る有対 ・無対の 諸規定は ，
い ずれ もが 極微 に関す る規

定内容で あ り， 障礙有 対 の こ とを言 っ て い る． 「婆 沙論』 が特 に 問題 と して い る

有対は ， 障礙 有対 なの で あ り， 十色処 の 有対 を指 し示す こ とに 重 点が 置 か れ て い

る ． 以 上 の 点か ら， 「婆沙論』 は ， 有色 な る十色処 が ， 有対 で あ る こ と を よ り厳

密 に 限 定す る た め に ， 障礙 ， 境 界 ， 所縁 とい う三 種 の 有対 を新 た に 立 て る よ うに

な っ た と考え られ る ．

4 ． 『婆沙論』以降の 論書に お ける有対 ・無対の 規定　　r婆沙論』以 降の

諸論書で は ， 十八界 の 諸 門分別 の 中で 有対 ・無対が 論 じ られ て い くこ とに な る ，

『心論経』CL　28，　p．835b20−29）で は
， 有対 ・無対 の 分類 ，

お よび 三種の 有対 を挙 げ ，

最 後に障礙 有対 を述べ て い るが ， そ の 解 説 と して 有部正 説で は な い 「上 座鳩摩羅

多 （KumdralEta）」
9）

の 説を挙げて い る
10）

． 次 に 『雑 心論』 （T28 ，
　p．875al6− 19）で は

，

十 八界 と三 種の 有対 に つ い て の 偈 を説 い て お り， 「心論』， 『心論経』， お よび 『倶

舎論』，『順正 理 論』と異 っ て い るが
11）

， 「倶舎論』， 『川頁正 理論』に 論 じられ て い る ，

三 種の 有対そ れ ぞれ に分類 されて い る諸法 と同 じで あ る
12）

． また
， 『雑心論』は

，

障礙有 対 の 解説 の 中で ， 「極微聚 故 ． 障礙 故 ． 可 分 故． 據 處所 故當 知」 （T．　28，p．

875b2） と述べ て お り， 『婆 沙論』 の 諸師説 に相当する文言 を列挙 して い る
13）

． さ

らに また ， 『雑心論』は
，

三種の 有対の 相互 関係 とそ の 相違 点を明確化す る ため に
，

障礙有対 と境界有対 との 四句分別 ， 境 界有対 と所縁有対 との 二 句 を論 じて い る．

　次 に
， 『倶 舎論』が 論 じて い る 有対 ・無対 門の 内容 は ， 『雑心論』の 解説と よ く

一
致 して い る が ， 『倶舎論』 の 有対 ・ 無対 門の 偈 に は 「十有色有対」（T 、29

， p．7a9，

AKBh ，19．4−5 ： sapratigh5 　daSa　1　rupiOah ！（1．・29bc）：cf ．・AKBh ，
12．3−4） とあ り， 「有色」（rilpin）

の 語 を挙 げ て 障礙有対 の こ と を述べ て い る ． 有色 は ， 色 を自性 とする界の み を対

象 とするか ら， 無色 （a−riipin ）で あ る七心界 と法界 （及びそ の
一分 で あ る無表色）は

含 まれ ない （cf ．　SA ，　58．23−29；　AKBh
，
　19．18）． よ っ て ， 『倶舎論』の 偈 に説 かれて い る

有対 は
， 障礙有対 の こ とを言 っ て い るの で ある． また 『倶 舎論』 は ， 「對」（pratlgha）

と 「礙 」 （pratighata）の 語の 意味 を新たに 再検討 して い る． つ ま り， 「對」の 語 に

つ い て
， 「對是礙義」 （T．　29， p．7a13，　AKBh ，19．6： pratigho　ndma 　pratighatab（妨げる とは妨

げる こ とで あ る）） と解釈 して い る． 『婆沙 論』 （T．27， p．391bl7−24）で は ，
三 種 の 有

対 の 解 説 の 中 で ， 障礙有対に お ける 障礙性 の 意味 を 「障礙」 と解釈 し
，

ま た境

界 ・所縁の 二 有対 にお ける障礙性 の 意 味 を 「拘礙」 と解釈 して い た． そ れ に対 し
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て
， 「倶舎論』で は 「礙 」（pratighata）の

一
語 を もっ て

， 対 （有対）と三 種 の 有対 と

の 意味 を規 定 して い るの で あ る． さ らに また， 『倶舎論』 は 境界 ・所縁 の 二 有 対

の 障礙性 につ い て ， 「礙者是和會義」（T．29，
　p．7bl， Areh ， 19．17： nipato　va 　

’

tra　pratighato）

と解釈 して ，
二 有対 と障礙有対 との 障礙性 の 相違 を区分 して い る． つ ま り， 対境

と認識 との 相互 関係， お よび対境 に 対 す る 認識 （心 ・心 所）の 機 能 を 「和 會」 の

語に よ っ て 指 して い る の で あ る
14）

． 確 か に
， 『雑 心論』 にお い て ，

三 種 の 有対そ

れ ぞ れ の 意味が 詳細 に 考 察 され る よ うに な っ た． しか しなが ら， 『婆沙 論』が 論

じて い る 「有対」や 「三 種 の 有対」の 意味 ， お よび障礙 有対 と二 有対 との 区別が

十分 に 論 じ尽 くされ て い た とは い えな い ． そ れ に つ い て ， 『倶舎論』 で は ， 「對」

と 「礙 」の 意 味を再 定義 した こ とに よ っ て ， 「有対」の 意味が よ り明確 に な り， 『婆

沙論』 の 有対 ・無対の 立場 ， そ して 『婆沙論』 が 三 種 の 有対 を論 じる重 要性 を よ

り明確化 した と言えよ う．

　以上
， 本考察で は

， 有対 ・無対 の 概 念が定 立す る 「婆沙論』か ら 『倶舎論』 に

至 る有部論書 に お い て
，

どの よ うに 有対 ・無対が規定 され お り， 論 じ られ て い る

の か を考察 した．

1）有部の 諸 門分 別に つ い て の 先行研究に ，櫻部建 （櫻部 ［1969］）『倶舎論の 研 究』 （法

蔵館 ， 1969年）pp．116− ll7，木村泰 賢 『小 乗仏教思想論』 （『木村泰賢全集』 第五 巻 ， 大

法輪閣 ， 1968年）pp．264−267， 宮下晴輝 「ア ビダル マ の 諸 門分別　　内外 門」 （『仏教学

セ ミナ ー』49
，
2002年）p．20が ある．　　　 2 ）十 八 界諸 門分別の 第

一
門 「有見 ・無

見門」 （AKBh ，18．24−26 （1．・29ab）） に つ い て は
， 拙稿 （楠 ［2013］）「有 見 ・無 見門」 （『印

度 学仏 教 学研究』62−2， 2013年）の 中で 既 に 考察 した．　　　 3）櫻部 ［1969］，p．116；

楠 匚2013］， p．　924，
　 p．922 （註 1）参照の こ と．　　　 4）『品類足論』T．　26，

　p．760alO−−

14 （五 蘊）， p．696b20−21 （十二 処），　 p．762c6− 10 （十八 界）；c £ 『舎利弗阿毘曇論』T．28，
　p．

545c18−19 （五 蘊），
　 p，526c24−26 （十二 処），　 p．535b4−6 （十八 界）．　　　 5）『阿毘 曇毘

婆沙論』（巻 40 以下）T．　28，pp．292c21−293al8 （以 下 ，『旧婆沙』，或は 「旧訳 」と略），「韓

婆沙論』（巻 7）T．28，p．462a1−c24 ．　　　 6 ）楠 ［2013］，
　 p．923；『婆沙 論』（巻 71−93，　T．

27
， pp．　366all−478c20，『旧婆沙』巻 36−45，　T ．　28，

　pp．　270a12−342cl4）． また新旧 『婆沙 論』

の 有対 ・無対の 議論の 文脈は，それぞ れ相 異 して い る．『旧婆沙』 （巻 40
，
T．・28

，
　p．293a18−

b7）で は
， （2）有対 ・無対 の 規 定， （3）諸 師説 を最後 に論 じて お り， また

， 『碑婆沙 論』

で は， （2）， （3），（5）の 障礙有対の 順序で 有対 ・無 対 の 議 論 を帰結 して い る．以 上，諸

訳 の 中で ，『阿毘曇毘婆沙論』の 文脈が
， 有部にお け る有対

・
無対の 立 場を最 も明示 して

い る と考え られ る．　　　 7）『旧婆沙』工 28
， pp．292c24−293a9； 『碑婆沙論』 T．28

，
　p．462じ7−

12．　　　　8）　『婆 沙論』　（巻 75）T．27，p．388c21−25，　『旧婆沙』　（巻 39）T．28，　p．291b7−

11：c£ 『婆沙論』 （巻 75）T．27， p．388bl9−20， 『旧婆沙』 （巻 39）T．28，　p．291a17− 18．

9 ） 『倶舎論』 （AKBh ， 19．24−26）とそ の 諸註釈 の みが鳩摩邏多の 説 を挙げて い る．鳩摩
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有対 ・無対門 （楠） （147）

邏多の 説 は，障礙有対 を述 べ た もの で あ るが ， 光記 （『倶舎論記」T ，41，p．35c11− 12）は
，

鳩摩邏多の 説 を引 い た世 親の 意図 は 経部説 に通 じて お り，有部正 説 に相違 して い る と述

べ る ， また
， 法宣 は，鳩摩 邏 多の 説 は 有部の 立 場 に 反 して い ない と述 べ る （法宣 『倶舎

論講義』法蔵館， 1898年，巻ニ ノ ヒ
， pp．180− 181）；cL 『心 論経』T．27，

　p．835b27−29； 『倶

舎論』T．29，p．7a24−b1，
AKBh

， 19．24−26，
　SA

， 59．22−60．3，　T4，　P．　to　105b3−8，
　LA

，
　P．　ju　69a4−8，　D ．

cu 　61a5−bl ；櫻部 ［1969］，
　 p．194， 註 2参照 の こ と．　　　 10）『心論』 （T，28，　p．　809c20−

23）で は， 1一八 界 に つ い て の 有対 ・無対の 分類，お よ び障礙 有対 を論 じて い る．

11） 『雑心論』が説 く有対 ・無対 門の 偈 の 形態 は他 の 論書 に見 出 されず ， 特徴 的で あ る．

『雑心 論』T．28， p．875a17−19： 十二 界有對
一

界説 少分 ， 十 界 七有對
一

少分亦然 ， 説境界

有對障礙 及與 縁 ．『心論』 T ．・28，p．809c17： 十 則説 有対 ， 『心論経』T ．28，　p．835b15： 十 界

説有対 ， 『倶舎論』T ．29
，
　p．7a9： 十有色有對． 『川頁正 理 論』（T．29，p．348a18），『顕宗論』（T ．

29，p．787b10）の 偈 は 『倶舎論』 に 同 じ．　　　 12）『雑心論』 で は ，障礙有対 は 「十色

界 （五 根 ・五 境）」で あ り， また境 界有対 は ， 「十二 界 （五 根 ・七 心界，及 び法界の 少分

（心 ・心所法））」 で あ り， 所縁有対 は
， 「心 ・心所法」で あ る， と説 く．Cf．　AKBh ，19．7−

14，
19．14− 15

， 『倶舎論』T ．29，p．7all− 15，
　7a23−24； 『順正 理 論』 T．29，　p．348a27−b5， 『顕

宗論』T．29，p．787b19−24．　　 13）『顕 宗論』 （T．　29，p．787c7）， 『順 正 理 論』 （T．29，p．

348bl6）の 障礙 有対の 解説 中 に，「極微色」， 「可 集色 」 とあ り，諸 師説 に関連 した語 を

述べ て い る ．TA ，
　 LA の 両註釈 で は ， 境 界 有対 ・所縁有対の 解説 の 中 で

， 十色界 の 極微

積聚 ， お よ び七 心界
・法界 （六識相応の 心

・心 所 に つ い て ）の 極微 非積聚 を論 じて い る．

また
， 『倶舎論』，SA に極微 の 語は全 く見 い 出され ない ．　 Cf．・ TA，　P．　to　105al−6 ，　D ．　tho　87b4−7

（P．to　105a6− 106b1の 相 当箇所 まで 欠落）；LA ．　P．ju　69bl−8，
　D 。　cu 　61b2−7 （AKBh ，19．18−20）．

14）櫻部建は ， 「和會」（nipata）の 語 を境界
・所縁の 二 有対の 概念の 意味 を踏 ま えて

， 「到

達す る こ と」 と訳 して い る．櫻部 ［1969コ，p．　192参照。
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